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Development of 2018 Gold Wing
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Kihoko KAITA  Yutaka NAKANISHI
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Gold	8inH は 1975 年に発ചされたHonda のグランυツ

Ξラである．本開発ではGold	8inH の DNAである৴པ性

と҆৺感をܧঝしつつ，最新のςクノロジーを෇Ճするこ

とで，Gold	8inH ࢙上で最も操って楽しいモータαイクϧ

を目ࢦした．この実現のため，ܰ ྔで高ີ度なパッέージ

ングを最ॏ点目ඪとઃఆし，׬੒車パッέージングをݟ௚

した．エンジンにはܰྔかつコンパクトな 1
833	 cm3 水ྫྷ

̐ストローク水ฏର向̒ؾ౵エンジンを開発し，トランス

ϛッシϣンにはඍ଎前後ਐ機能෇の̓଎ʴϦόースΪϠの

σュΞϧクラッνトランスϛッシϣンをॳ౥載した．フロ

ントαスペンシϣンには Honda ಠ自のダブϧ΢Οッシュ

Ϙーン式αスペンシϣンを開発した．これらのઌਐ技術に

より，׬੒車として前モσϧにରして，40	 LH のܰྔ化と，

શ長で 55	mm，શ෯で 40	mm，શ高で 25	mm の小ܕ化をୡ

੒し，Gold	8inH ࢙上最も操って楽しいモータαイクϧを

実現した．

"#453"$5

The Gold Wing is a grand tourer type motorcycle 
of Honda, which was first released in 1975. In the 
development of the new Gold Wing, we endeavored 
to create the motorcycle with the most enjoyable 
maneuverability throughout all the models appeared in 
the chronicle of the Gold Wing by applying the latest 
technologies while inheriting their DNA of reliability 
and safety conscience. To achieve this goal, a light 
weight and highly dense packaging was set as the 
most crucial objective, and its packaging design was 
reviewed throughout the entire vehicle. For the power 
source, a light weight compact engine, which is water-
cooled four-stroke horizontally-opposed six-cylinder 
engine with 1,833 cm3 displacement, was developed. 
As its transmission, a dual clutch transmission, which 
has seven-speed and reverse gears with slow speed 
forward and backward moving functions, was applied 
first in the Gold Wing series. A double wishbone 
type suspension uniquely designed by Honda was 
developed for its suspension. Thanks to those advanced 
technologies, the downsizing was realized compared 
to the previous model by 40 kg in weight, 55 mm in 
vehicle length, 40 mm in vehicle width and 25 mm in 
vehicle height, and that made it possible to realize the 
motorcycle with the most enjoyable maneuverability 
throughout all the models appeared in the chronicle of 
the Gold Wing.

̍ɽ·͕͖͑

Gold	8inH は 1975 年の発ചҎ来，ྦྷ 生産୆数は໿ܭ

795
000 ୆を数え，お٬༷と市場にҭてられてきた Honda

のグランυツΞラである．ॳ代Gold	8inH は๺ถ市場にお

いて，ΧςΰϦやϝーΧの࿮を௒えたモータαイクϧの頂

点を意ຯする「,inH	 oG	.otorcZcle」をコンセプトにܝげて

生み出された．Җ෩堂々としたたたずまいや༔વとした走

りなど，「,inH」に;さわしいҖݫとؾ඼を݉ねඋえるた

め，੩ॗ性とշద性を࣋ったモσϧを目ࢦした．この実現

のために࠾༻したのが，௿ॏ৺で，かつ௿ৼ動で੩ॗ性の

高い，水ྫྷ̐ストローク水ฏର向エンジンにシャフトυラ

イブ，シート下೩ྉタンクという Gold	8inH の基本パッ

έージングである．このॳ代Gold	8inH は，その৴པ性の

高さと҆৺感，ৼ動の少なさや上࣭な走りから，ΞϝϦΧ

大཮ԣ断のような長ڑ཭ツーϦングをѪするライダୡに支

࣋された．൴らは，Gold	8inHに大ܕのフΣΞϦング，ϦϠ

トランクやパχΞέースを૷උするΧスタϚイζをࢪし，

パートφとの走りを楽しんだ．このような市場のध要をૉ

ૣく取りೖれて生み出されたのが，1980 年に発ചされた

̎代目GL1100 インタースςートである．タンσム৐車࣌

やੵ載࣌の走行性能を向上させるため，ഉྔؾを 1
100	 cc
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に֦大し中௿଎トϧクを૿大したスタンダーυモσϧにՃ

え，インタースςートモσϧには，大ܕフΣΞϦングとϦ

Ϡトランク，パχΞέースがඪ準૷උされた．1982 年には

ΦーσΟΦや $#無ઢ，パッセンジャ༻όックシートなど

を૷උしたΞスペンέーυも発ചし，現代のGold	8inH の

࣋つ基本仕༷૷උの原ܕとなった．さらに，̏ 代目（1984

年）ではഉྔؾを 1
200	 cc に֦大，̐ 代目（1988 年）では

ྔؾ౵（F6）エンジンとしഉؾ౵数も૿やし水ฏର向̒ؾ

を 1
500	 cc に֦大した．前モσϧとなる̑代目（2001 年）

ではF6エンジンを౿ऻしながらഉྔؾを 1
800	 cc に֦大

した（１）．ΞンνロックブϨーΩシスςム（AntilocL	#raLe	

4Zstem:	A#4）の૷උや世քॳとなる二輪車༻エΞόッグ

の౥載，֎؍の刷新などϚイφνΣンジをՃえながら 17

年間にわたりお٬༷にѪされてきた．

これらの変ભを経て，Gold	8inH はグランυツΞラと

してのਐ化をଓけてきた．そのաఔで，必વ的に車྆αイ

ζは֦大し，ॏྔも૿Ճしてきた．またۙ年には，̑ 代目

GL1800 をϕースに F6#（2013 年），F6$（2014 年）を開発

し，Gold	8inHをコΞとしたラインΞップを֦ॆしてきた．

̑代目GL1800 は，70 を௒えるࠃと地Ҭでൢചされ，࢖༻

．もグローόϧに֦大しているڥ؀

Ҏ上のഎܠのもとで，̒ 代目となる本開発のコンセプト

をఆめるために，さま͟まな地でお٬༷とのର࿩をॏねて

きた．その݁果，お٬༷がGold	8inH にٻめるՁ஋؍の変

化が֬認された．中でも「りっぱで߽՚であることがѻい

やすさの્֐につながる場合がある」，「շదさがともすれ

ばୀ۶に感じられる」などの意ݟは，私たちにରし，40 年 Fig. 1   Appearance of 2018 Gold Wing Tour

Ҏ上にわたる「The	,inH」というςーϚそのものに౿みࠐ

んだ再ݕ౼をٻめるものであった．そこで，これまで前提

としていた「The	,inH」へのઌೖ؍から自らを解์し，ࠓ一

度モータαイクϧのັ力の原点にཱちฦり，̒ 代目となる

Gold	8inH がお٬༷に提ڙす΂きՁ஋を再ߏஙすること

から開発をスタートさせた．そして，私たちはྺ代のGold	

8inH の࣋つ世ք感や上࣭感をܧঝしつつ，̒ 代目 2018 年

モσϧGold	8inH	GL1800 に最新技術を࠾༻することによ

り，શ面的な刷新をおこなった．

本稿では，׬੒車の開発のねらいと目ඪをୡ੒した技術

手段についてड़΂る．
Fig. 1に，̒ 代目Gold	8inH の֎ࣸ؍ਅをࣔす．Fig. 2

The Gold Wing Tour DCT Airbag (2018)

GL1500 (1988) GL1800 (2001)

GL1000 (1975) GL1100 (1980) GL1200 (1984)

Fig. 2   Appearances of successive Gold Wings
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に，ྺ 代のGold	8inH の֎ࣸ؍ਅをࣔす．Fig. 3に，̑ 代

目Gold	8inH，F6#，F6$の֎ࣸ؍ਅをࣔす．Fig. 4に，車

྆αイζとॏྔのਪҠをࣔす．

̎ɽ։ൃͷͶΒ͍

�����ίϯηϓτ
本モσϧの開発コンセプトは，「The	Honda	 1remiVm	

ToVrer	二人の感動にいっそうのًきとॆ実を」とఆめた．

コンセプトをఆめるにあたり市場の੠にࣖを܏けると，

前モσϧのϝインϢーβである「#aCZ	#oomer」と言われる

世代からは，Gold	8inH とڞにࡀをॏねる中で，Gold	8inH

には৐りଓけたいが，車྆ॏྔのܰݮや取りճし性の良さ

をٻめる੠が上がってきた．一方で，永くѪされるモータ

αイクϧでありଓけるために，࣍ 世代のターήットϢーβ

となる「Generation-X」と言われる世代へのૌٻがٻめら

れた．൴らからは「日ৗ生׆を送る中でのわずかな࣌間を

さも݉ねܰؾえるなどの࢖って，ඇ日ৗの世քへのཱྀに࢖

උえたい」といった੠も上がった．このようなϢーβや࢖

いউ手の変化から，߽ ՚けんらんかつॏް長大࿏ઢからの

୤٫と若ฦりが必要とߟえた．

40 年Ҏ上にわたり຺々とडけܧがれてきたGold	8inH

のコΞコンセプトはパートφと൐にཱྀする楽しみである．

このコΞコンセプトにຏきをかけ，Gold	8inH の DNAで

あり，།一無二の F6 エンジンがもたらす৴པ性と҆৺感

に最新ςクノロジーを෇Ճすることで，Gold	8inH ࢙上最

も操って楽しいモータαイクϧを目ࢦした．

この実現のため，֤ 々のྖҬにおけるςーϚを下記のよ

うにઃఆした．

੒車およͼ車ମ׬	（１）

	 σイϦーϢースからロングツーϦングまで෯広く࢖

いこなせるܰྔかつ高ີ度な׬੒車パッέージング

（̎）	パワーϢχット

	 スムーζながらも࣌にはΞグϨッシブさを発شし，ܰ

ྔコンパクト化されたF6Ϣχット

（̏）	ి ૷およͼ੍ޚ

	 プϨϛΞムを実感するઌਐ૷උ

（̐）	スタイϦング

	 ચ࿅されたӶさとۓு感

上記ςーϚに基づき，౤ೖ技術と仕༷૷උをݕ౼した．

�����λΠϓઃఆͱ༷࢓
本開発では，より෯広い世代やし޷のお٬༷に৐って

楽しんでいただけるよう，̎ タイプのモσϧをಉ࣌開発

した．ै 来のϦϠトランクඪ準૷උモσϧを「Gold	8inH	

ToVr」として，ϦϠトランクϨスタイプのモσϧを「Gold	

8inH」としてペットωームもվめた．モσϧ֎؍を Fig. 5

にࣔす．

֤々のモσϧにରし，トランスϛッシϣンはϚχュ

Ξϧトランスϛッシϣン（.anVal	 Transmission:	 .T）

とσュΞϧクラッνトランスϛッシϣン（DVal	 $ lV tch	

Transmission:	D$T）をઃఆした．また，Gold	8inH	ToVr に

は，エΞόッグを૷උしたモσϧを「Gold	8inH	ToVr	D$T	

AirCaH」としてタイプઃఆした．

これらの૊合せにより，一つの仕向地にରし最大ޒつの

GL1800 (2012) F6B (2013) F6C (2014)
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Fig. 3   Appearances of fifth generation Gold Wing series

Fig. 4   Weight and overall length of successive Gold 
Wing series
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タイプઃఆをおこなった．さらに֤仕向地͝とのχーζに

合わせた೿生モσϧと仕༷૷උをઃఆし，શ 18 仕向地に

ରして合ܭ 48 ೿生モσϧを開発した．

本稿では特に断らない場合はΞϝϦΧ合ऺࠃ向けの

Gold	8inH	ToVr	D$T	AirCaH タイプについて記ड़する．

ͱ૷උ༷࢓�����
;ճのフϧモσϧνΣンジでは，プϨϛΞムのମ現にࠓ

さわしい新技術を࠾༻し，૷උઃఆをおこなった．Table 1 

に主要仕༷૷උ一ཡをࣔす．表の太文ࣈセϧは新機ߏおよ

ͼ新技術を表す．

�������Τϯδϯ
ܰྔコンパクト化と出力向上，さらには೩අ向上を実現

した 1
833	 cm3	F6 エンジンを開発した（Fig. 6）．௿ճ転Ҭ

での༨༟あるトϧク特性とΏったりとしたクϧーζ特性，

そこからの力ڧいՃ଎，௿ৼ動や੩ॗ性を前モσϧからਐ

化させた．この実現のため，ϘΞʗストロークൺのݟ௚し

や$RF450（モトクロッα）で࠾༻されているؾٵ側にフΟ

ンΨフΥロワロッΧΞームを配ஔしたϢχΧムόϧブトϨ

イン（̎）を౥載した．また，ѹॖൺを高め，೩ম室を̎όϧ

ブόスタブܕから̐όϧブペントϧーフܕへ変ߋすること

などにより，出力と೩අの向上を実現した（Fig. 7）．ৄ 細は

「2018	Gold	8inH༻水ฏର向̒ؾ౵パワーϢχットの開発」
（̏）	編にてड़΂る．

The Gold Wing Tour DCT Airbag

The Gold Wing

Fig. 5   Appearances of sixth generation Gold Wing 
series

࢝動，ॆ ిシスςムにはスタータモータ機能と発ి機

能を併せ࣋つインςグϨーςッυスタータジΣωϨータ

（InteHrated	 4tarter	Generator:	 I4G）を大ܕモータαイ

クϧでॳ࠾༻し，࢝ 動Իの੩ॗ性を高めた．また，I4G と

D$T とを૊み合わせることでスムーζな発ਐとఀࢭがՄ

能なΞイυϦングストップ機能をઃఆした（ΞϝϦΧ合ऺ

．（向けにはઃఆ無し．.Tタイプにはઃఆ無しࠃ

�������τϥϯεϛογϣϯ
トランスϛッシϣンには.Tと D$Tの̎タイプをઃఆ

した．.T は，前モσϧの̑଎仕༷にରして̒଎仕༷とし

た．ΪϠϨシΦは，１଎から̑଎までは前モσϧのϨシΦ

を΄΅౿ऻすることで，༨༟ۦ動力を֬อした．その上で，

ϋイϨシΦな̒଎を௥Ճすることで，クϧーζ走行࣌の੩

ॗ性と೩අを向上させた．また，.T には，Χム式のΞシ

ストスϦッパクラッνを࠾༻した．Ξシスト機ߏによりク

ラッν操࡞ՙॏを໿ 20�௿ݮし，スϦッパ機ߏによりシフ

トダ΢ン後のクラッν઀ଓによるシϣックを௿ݮさせた．

一方，Gold	8inH にॳ౥載となるD$Tでは前ਐ側を̓

଎に多段化した．̓ ଎ΪϠのϨシΦは.Tの̒଎ΪϠとಉ

一のઃఆとしつつ，.T にରして௿଎段を１段௥Ճした．

௿଎側をクロスϨシΦ化することで，変଎前後のエンジン

ճ転数変化が小さくなり，変଎࣌の操࡞Իやシϣックを

௿ݮすることができた．変଎スέジューϧは，四つのライ

σΟングモーυのねらいにそれͧれ合わせた変଎タイϛ

ングとしている．ৄ 細は「2018	Gold	8inH ༻シーン別ライ

σΟングモーυの開発」（̐）編でड़΂る．
Fig. 8に本モσϧと前モσϧのΪϠϨシΦ配෼を車଎に

換ࢉしたܗでൺֱする．

また，Gold	8inH ならではの૷උである後ਐ（Ϧόース）

機ߏは，モータۦ動方式からエンジンۦ動方式に変ߋした

（D$T タイプのみ．.Tタイプは前モσϧಉ༷にモータۦ

動方式）．後ਐ࣌の動力఻ୡ経࿏中にνΣーンを࢖༻する

ことで，Ξイυラ࣠を௥Ճすることなくコンパクトでܰྔ

なߏ଄としている．さらには，二つのクラッνのۦ動力఻

ୡ方向が，ح数段༻は後ਐ方向，ۮ数段༻は前ਐ方向とな

るため，クラッνの઀ଓの੾ସえのみで前ਐと後ਐを੾り

ସえることがՄ能になった．この機能を༻いて，手ݩのϋ

ンυϧスイッνの操࡞によりඍ଎での前ਐおよͼ後ਐをお

こなうことができるඍ଎前後ਐ機能（΢ΥーΩングスピー

υモーυ）を開発した．これにより，੾りฦしやற車を༰қ

におこなうことがՄ能となり，རศ性が向上した．Fig. 9

にD$TのΪϠ配ஔਤをࣔす．

ৄ細は「2018	Gold	8inH ༻̓଎D$Tの開発」（̑）編でड़

΂る．

�������ϑϩϯταεϖϯγϣϯ
フロントαスペンシϣンには，Honda ಠ自のモータαイ

クϧ༻ダブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンを開発し

た．本αスペンシϣンの࠾༻により，3.2.1．߲ で後ड़する
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Previous model

Gold Wing Gold Wing Tour
(DCT, airbag)

GL1800
(airbag)

Cylinder arrangement 6 horizontally opposed
Cooling system Liquid cooled
Valve train 2 valve OHC
Bore × Stroke (mm) 74 × 71

Displacement (cm3) 1,832

Throttle bore 40 × 2
Starter Motor
Generator Excitation formula

Transmission Manual
6 speed

Dual clutch
7 speed + Reverse

Manual
5 speed

Clutch system Mechanical
with assist slipper Hydraulic control Hydraulic assist

Reverse Motor driven Engine driven Motor driven
Frame body Alminum twin tube

Windscreen Electrically adjustable
(low height)

Electrically adjustable
(standard) Manually adjustable

Airbag – equipped equipped

Drive type Shaft

Front suspension Telescopic type

Rear suspension
Swing arm type

(PRO-LINK/PRO-ARM)

Lighting devices Bulb
LCD display 6.5 inch multi display
Apple CarPlay 3 –
Ignition 
Steering lock system

Rear trunk and pannier lock
system

Mechanical key
remote controller

Cruise control equipped

Mode select –

Honda Selectable
Torque Control

2 equipped –

Hill Start Assist –

Mechanical key

equipped

equipped

LED

adopted

4 modes

7 inch multi display

Honda SMART Key system
(electrically)Electrical

equipment and
control

Body

Alminum twin tube

Shaft
Double wishbone type

Swing arm type
(PRO-LINK/PRO-ARM)

Engine

Liquid cooled
4 valve OHC (Unicam)

73 × 73

Item

1,833
50 × 1 with TBW

Integrated starter generator

Developed model

6 horizontally opposed

 No reverse mode for US model
 Only equipped for Japan model
 Apple CarPlay is trademark of Apple Inc.

Table 1   Comparison of specifications and equipment between developed and previous models

Fig. 6   Appearance of sixth Gold Wing’s engine Fig. 7   Internal view of engine
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高ີ度化なパッέージングを実現するとともに，৐り৺地

性能の向上をਤっている．一ൠ的にै来のςϨスコピック

式αスペンシϣンでは，それ自ମをߏ଄෦ࡐとして࢖って

いる．そのため，Ξ΢タνューブとインφνューブには大

きなԣ力がՃわり，しΎう動఍߅が૿大する．

これにରし，ࠓճ開発したダブϧ΢ΟッシュϘーン式

αスペンシϣンでは，িܸをٵऩするクッシϣン機能と転

଩をडけ࣋つフΥークホϧダを෼཭し，྆ 者を上下二つの

Ξームで支えるߏ੒とした（Fig. 10）．また，このϦンク式

のߏ଄では，す΂てのピϘット෦に転がり࣠डを࠾༻する

ことで，ストローク࣌およͼ転଩࣌のフϦクシϣン௿ݮを

実現した．これらの݁果，クッシϣンのしΎう動఍߅を௿

させ，࿏面からϋンυϧに఻わるিܸを前モσϧൺで໿ݮ

30� ௿ݮした．また，؇ি෦を転଩෦と操଩෦から෼཭し

たߏ଄をとることで，前モσϧにରして操଩׳性モーϝン

トを 40�Ҏ上௿ݮし，走行࣌のϋンυϦングをよりܰշに

した．

Ҏ上の݁果，੾りฦしやਐ࿏変ߋなど，市֗地でのසൟ

なϋンυϧ操࡞にもܰշなϋンυϦングでԠえ，Ճݮ଎࣌

や࿏面Ϊャップによるিܸの少ない׈らかな৐り৺地を実

現した．

ৄ細は「2018	Gold	8inH ༻ダブϧ΢ΟッシュϘーン式フ

ロントαスペンシϣンの開発」（̒）編にてड़΂る．

�������ి૷͓Αͼ੍ޚ
ライダがそれͧれのシーンでさらに意のままに操れる

ような走り特性の提ڙをおこなうために，ޒつの੍ޚ要ૉ

を༻いた「シーン別ライσΟングモーυ」を開発した．この

シスςムでは，スロットϧόイワイϠ（Throttle	 #Z	8ire:	

T#8）による出力特性や後輪スϦップ࣌のۦ動力特性，シ

フトの変଎特性（D$T タイプのみ），αスペンシϣンのݮ

ਰ力特性，ブϨーΩの前後੍動力配෼特性を࿈動させた౷

合੍ޚをおこなっている．ৄ 細は「2018	Gold	8inH ༻シー

ン別ライσΟングモーυの開発」（̐）編にてड़΂る．

また，ࡔ道発ਐ࣌の҆৺感とརศ性の向上を目的とした

Honda のモータαイクϧでॳとなるώϧスタートΞシスト

（Hill	4tart	Assist：	H4A）を࠾༻した．車྆ఀ࣌ࢭに，ライ

ダからのブϨーΩϨόーへの一ఆ଎度かつ一ఆՙॏҎ上の

操࡞ೖ力をݕ知すると，ώϧスタートΞシストモーυにೖ

る．ライダが発ਐ動࡞にೖると，ブϨーΩϨόーを཭した

後も一ఆ࣌間ブϨーΩޮ力をอ࣋し，ࡔ道発ਐ࣌の҆৺感

を向上している．

さらに，前モσϧとಉ༷に，Φートクϧーζ機能を૷උ

している．車載インフΥςイϝントには，モータαイクϧ

で世քॳとなるApple	$ar1laZ（Apple	$ar1laZ は，Apple	

Inc. の঎ඪです）や 7	inch ϚϧνσΟスプϨイ，#lVetooth�

ରԠΦーσΟΦを࠾༻した．イグχッシϣンのΦン，Φフ

操࡞やϋンυϧロックを機ց的なݤを࢖༻せずにՄ能とす0
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Fig. 8   Vehicle speed on each gear position at 
6,000 r/min

Clutch for 
2nd, 4th, 6th gears

Clutch for 
1st, 3rd, 5th, 7th gears

Input

Output

Reverse sprocket

6th gear

4th gear7th gear
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1st gear 2nd gear
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Fig. 9   Gear arrangement of dual clutch transmission

Steering bridge

Front cushion

Lower arm

Front fork

Front fork holder

Upper arm

Steering arm

Steering tie rod

Fig. 10   Configuration of double wishbone type front 
suspension
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るHonda	4.ART	,eZ シスςムを౥載した（Fig. 11）．こ

のシスςムでは，αイυポέットやパχΞέース，ϦϠト

ランクのロック機ߏとも࿈動させることでརศ性を向上さ

せた．
Fig. 12にインスツϧϝントパωϧશମの֎ࣸ؍ਅをࣔす．

mm，શ෯で 40	mm，શ高で 25	mm ୹ॖした（ΞϝϦΧ合ऺ

向けAirCaHࠃ ෇最上ڃグϨーυಉ࢜でのൺֱ）．

੒ंॏྔ׬�����
੒車のܰྔ化目ඪは੔උॏྔで׬ 30	 LH とし，だれݮܰ

もが৐ってҧいがମ感できる F6#（前モσϧにおけるトラ

ンクϨスタイプ，トランク෇タイプにରし੔උॏྔで 28	

LH ܰྔ）ฒのܰさをトランク෇タイプで実現することを目

．したࢦ

エンジンは 3.3.2．߲ で後ड़する技術により .T 仕༷で

6.2	 LH，D$T仕༷で 3.8	 LH のܰྔ化をୡ੒した．車ମܥ෦

඼では後ड़の技術により 18.2	 LH ి．したݮܰ ૷ܥ෦඼で

は多ॏ௨৴の࠾༻によりϋーωスやセンαྨの数をݮ࡟

し，੍ ֤，Ϣχットの౷合化ޚ ෦඼の最ద配ஔなどを合わ

せて 13.1	 LH した．これらにՃえ，ΨιϦンྔや֤छݮܰ

Φイϧྔ，ྫྷ ٫水ྔなどのݟ௚しの݁果，前モσϧにରし

て，׬੒車の੔උॏྔは 40	 LH のܰݮ（ΞϝϦΧ合ऺࠃ向

けAirCaH ෇最上ڃグϨーυにおけるൺֱ）をୡ੒した．

Fig. 11   Honda SMART Key

Fig. 12   Instrument panel

̏ɽ׬੒ंϨΠΞ΢τ

ݩຊॾج੒ं׬�����
はΏったりとした走りができる҆ఆݩ੒車の基本ॾ׬

性と意のままに操れる操ॎ性のཱ྆をねらったઃఆとし

た．ホイーϧϕースは前モσϧにରし 5	mm৳ばした 1
695	

mm とし，Ωャスタ֯を৸かし，車ମの҆ఆ性を֬อした．
Table 2に前モσϧとのॾݩのൺֱをࣔす．Fig. 13に本モ

σϧの基本ॾݩをࣔす．

また，ܰ ྔで高ີ度なパッέージングを௥及して，׬੒

車αイζの小ܕ化を実現した．Fig. 14に本モσϧと前モ

σϧの車ମαイζのൺֱをࣔす．前モσϧൺでશ長で 55	

Table 2   Comparison of dimensions and other 
properties between developed and 
previous models

Previous model

Gold Wing
(MT)

Gold Wing
Tour

(DCT, airbag)

GL1800
(MT, airbag)

Curb mass kg 356 383 423

Overall length mm 2,475 2,575 2,630

Overall width mm 925 905 945

Overall height mm 1,340 1,430 1,455

Wheelbase mm 1,690

Seat height mm 740

Ground clearance mm 125

Caster angle 30°30´ 29°15´

Trail mm 109

Fuel tank capacity L 25

Developed model

1,695

745

130

109

21

Fig. 13   Main dimensions

1,695 mm109 mm

130 mm

74
5 

m
m

30°30´
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੒ंύοέʔδϯά׬�����
੒車の׬化とܰྔ化をՄ能としたܕ੒車αイζの小׬

パッέージングと新たに࠾༻された技術についてड़΂る．

このパッέージングにより，前輪෼୲ՙॏൺを前モσϧの

44.9� から本モσϧでは 46.5� まで૿Ճした．また，車྆

性モーϝントをϤー方向，ローϧ方向ともに前モσϧൺ׳

で໿ 15�௿ݮした．これらの݁果，Gold	8inH ࢙上，最も

操って楽しいモータαイクϧを実現した．Fig. 15にパッ

έージングをࣔす．

�������μϒϧ΢ΟογϡϘʔϯࣜϑϩϯταεϖϯγϣ
ϯʹΑΔ׬੒ंલޙ௕ͷ୹ॖͱ෯ͷݮ࡟

一ൠ的にモータαイクϧにおいて，׬੒車前後長を୹く

するためには，エンジン౥載Ґஔをۃ力車྆前方にஔくこ

とが๬ましい．しかしながら，エンジンの౥載Ґஔはフロ

ントタイϠとのҐஔؔ܎にґଘする．モータαイクϧで一

ൠ的なςϨスコピックタイプのフロントαスペンシϣンで

は，Fig. 16の྘のઢにࣔすように，αスペンシϣンがॖΉ

と車ମ上後方にフロントタイϠがҠ動する．一方，新たに

開発したダブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンでは，

2,575 mm (Gold Wing Tour)905 mm (DCT)

1,
43

0 
m

m
 (

G
ol

d 
W

in
g 

T
ou

r)

Previous model

Developed model

Fig. 14   Comparison of vehicle size

24 mm

Developed model,
double wishbone type 
front suspension

Previous model,
telescopic type 
front suspension

Engine

Fuel tank

Engine

Fuel tank

Double wishbone type suspension

Fig. 15   Packaging Fig. 16   Trajectories of front axle

੺のઢにࣔすように，̎ 本のϦンクのジΦϝトϦーઃఆに

より，フロントタイϠのストロークي੻を上方向にҠ動す

ることができる．これにより，フロントαスペンシϣンશ

۶࣌のフロントタイϠの前後Ҡ動ྔを前モσϧൺで 24	mm

らすことがՄ能となった．その݁果，エンジン౥載Ґஔݮ

を前方にҠ動することがՄ能となった．

また，ダブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンの࠾༻

により，׬੒車の෯方向ੇ๏のݮ࡟がՄ能となった．ςϨ

スコピック式フロントαスペンシϣンでは，ϋンυϧ操଩

࣌にフロントタイϠをڬんだࠨӈ一ରのνューブがスςΞ

Ϧングスςム࣠を中৺にճ転する．このため，このճ転ي

੻のൣғには෦඼を配ஔすることができず，̎ 本のフΥー

クがճ転するي੻の֎側に配ஔすることになる．一方，ダ

ブϧ΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンではフロントタイ

ϠをڬΉフΥークより上方は１本の࣠となるため，転଩に

必要なスペースをݮ࡟できる．そのため，転଩スペースの
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֎側に配ஔしているαイυラジエータとಋ෩のためのフΣ

ΞϦング಺面を車ମ಺側にدせることがՄ能となった．こ

れにより，3.3.5．߲ で後ड़するྫྷ٫シスςムの最ద配ஔや

高ޮ཰化と合わせて，フΣΞϦングの最大෯を前モσϧに

ରして໿ 90	mm ．したݮ࡟

�������ΤϯδϯͷܰྔίϯύΫτԽͱ౥ࡌҐஔ
本モσϧではॏ点目ඪであるܰྔで高ີ度なパッέージ

ングにد༩す΂く，エンジンはܰྔコンパクト化を目ࢦし

た．動หܥの̎όϧブから̐όϧブへの変ߋや̓଎ D$T

の࠾༻などのॏྔ૿Ճ要Ҽがある中で，前モσϧにରし

て，.T仕༷で 6	 LH，D$T 仕༷で 3.5	 LH のܰྔ化を目ඪ

とした．また，׬੒車の運動性能の向上と৐員৐車Ґஔを

前モσϧにରして車྆前方へҠ動するために，フロントΧ

όー前෦からࠨシϦンダϔッυ後୺間の前後長は 30	 mm

୹ॖすることを目ඪとした．

ܰྔ化については，エンジン基本ࠎ格のコンパクト化，

前モσϧの̎࿈スロットϧ仕༷からシングϧスロットϧ仕

༷への変ߋ，I4Gの࠾༻によるスタータモータとそれらに

෇ਵするิ機ྨのഇࢭなどをおこなった．また，D$T仕༷

では，ඍ଎前後ਐ機能の಺ଂにより，Ϧόースؔ࿈のઐ༻

෦඼をഇࢭするなど，多ذにわたるܰྔ化をおこなった．

これらにより，前ड़のॏྔ૿Ճ要Ҽがあるにもかかわら

ず，エンジンॏྔで໿ 6.2	LH（.T仕༷），໿ 3.8	LH（D$T仕

༷）のܰྔ化をୡ੒した．

前後長の୹ॖについては，ϘΞܘをै来のП 74	 mm か

らП 73	mm に変ߋするとともに，クランクシャフトに高ڧ

度な合ۚ߯を࠾༻して，長手方向ੇ๏の୹ॖなどをおこな

うことにより，フロントΧόー前෦からࠨシϦンダϔッυ

後୺間の前後長の 29	mm ୹ॖをୡ੒した（Fig. 17）．

�������৐һ৐ंҐஔ
一ൠ的に，水ฏର向エンジンを౥載したモータαイクϧ

ではシϦンダやシϦンダϔッυがԣ方向にுり出すため，

ライダの足ݩの操࡞スペースの֬อが՝୊となる．本モσ

ϧでは，エンジンのコンパクト化と前方౥載により，前モ

σϧಉ౳の足ݩスペースを֬อしつつ，ライダの৐車Ґஔ

を車྆前方に 36	 mm Ҡ動した．また，ライダとパッセン

ジャをともに前方にҠ動することで，車ମ後୺にҐஔする

パχΞέースとϦϠトランクの前方Ҡ動がՄ能となった．

これにより，৐員の居ॅ空間を֬อした上で，車྆׳性

モーϝントのݮ少にد༩した．これらの݁果，৐車࣌の前

輪෼୲ՙॏの૿Ճによるߋなる҆ఆ性の向上を実現した．

さらに，׬੒車のॏ৺Ґஔとライダの৐車Ґஔがۙづいた

ことで，スポーςΟな操ॎ性の実現にد༩した．

また，前モσϧよりも΢インυスクϦーンと৐員間のڑ

཭が୹ॖしたことで，΢インυスクϦーンの小ܕ化とライ

ダとパッセンジャ૒方の಄෦の๷෩性能向上がਤれた．๷

෩性能のৄ細は̑章にて後ड़する．

一方，৐員の前方Ҡ動に൐い，エΞόッグモジューϧの

౥載スペースの֬อと೩ྉڅ༉口のスペース֬อをཱ྆す

ることが՝୊となった．この՝୊を解ܾするために，本モ

σϧ༻に新開発したエΞόッグモジューϧは前モσϧでは

160	 mm あった車྆前後方向長さを 125	 mm に୹ॖし，ॏ

ྔも 4.2	LH から 3.4	LH にܰྔ化した．これにより，この՝

୊は解ফされた．
Fig. 18に，本モσϧと前モσϧの৐員৐車Ґஔのൺֱ

をࣔす．ਤ中のܗ֯ࡾはώップポイント，グϦップポイン

ト，スςップポイントからߏ੒されるライダの৐車࢟੎を

ࣔす．本モσϧでは，前モσϧの基本ܗ֯ࡾを౿ऻしつつ，

ώップポイントを車྆前方にҠ動した．

Developed model
(DCT type)

Previous model
(MT type)

el

l

29 mm

Fig. 17   Comparison of engine lengths between 
developed and previous models

Fig. 18   Comparison of rider positions between 
developed and previous models

Developed model

36 mm

Previous model
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�������೩ྉλϯΫ
೩ྉタンクの౥載Ґஔは，௿ॏ৺をねらってྺ代のGold	

8inH にडけܧがれているシート下とした．シート下配ஔ

の೩ྉタンクで՝୊となるのが必要༰ྔの֬อとライダの

足ணき性のཱ྆である．本開発では，ツΞラモσϧにとっ

てॏ要な航ଓڑ཭を前モσϧとಉ౳にするために，8.T$

モーυにおける೩අを 20� 向上とし，೩ྉタンク༰ྔを 4	

L しݮ࡟ 21	L とすることを目ඪとした．

೩අ向上のୡ੒手段としては，׬੒車ॏྔのܰݮと空

をおこなっ༺࠾エンジンの௿೩අ化技術の，ݮの௿߅఍ؾ

た．これらにより，前モσϧにରし，8.T$モーυで 20�
ˎ１，60	Lm/h ఆ地೩අで 35�ˎ̎向上をୡ੒した．

ˎ１	Ԥभ向けAirCaH ෇最上ڃグϨーυಉ࢜でのൺֱ

ˎ̎	日本向けAirCaH ෇最上ڃグϨーυಉ࢜でのൺֱ

空ؾ఍߅௿ݮについては̑章にて，エンジンの௿೩අ化

技術については「2018	Gold	8inH ༻水ฏର向̒ؾ౵パワー

Ϣχットの開発」（̏）編にてड़΂る．

೩ྉタンクには，前モσϧとಉ༷に多૚ブロー੒ܗथ

をおこなっܭかしたઃ׆ঢ়自༝度をܗし，その༺࠾੡をࢷ

た．前෦は，ライダが自વなܗでχーグϦップをおこなえ

るように෯方向を๲らませたܗঢ়とした．ライダのまた͗

෯෦は，ߜりࠐんだܗঢ়としてఀ車࣌の足ணき性を向上し

た．これにより，೩ྉタンク༰ྔ 21	L を֬อした上で，୯

ମॏྔで 0.6	LH のܰྔ化をୡ੒した．
Fig. 19に，೩ྉタンクの֎ܗ؍ঢ়をࣔす．

�������ྫྷ٫γεςϜ
৐員前方のフΣΞϦングの最大෯を཈えるための՝୊

は，エンジンྫྷ٫性能の֬อと৐員の೤շద性（居ॅ空間

へのա৒なԹ෩רきࠐみ๷ࢭとԹ度上ঢ཈੍）とのཱ྆に

あった．前モσϧでは，ラジエータをフϨームϘσーの྆

֎側に配ஔするαイυラジエータ方式が࠾༻された．ま

た，ྫྷ ٫フΝンは೤շద性֬อのため，ラジエータコΞの

車ମ಺側に配ஔされていた．

本モσϧでは，前モσϧにରしラジエータコΞのフΟン

ピッνを୹ॖした．また，ྫྷ ٫フΝンをラジエータコΞの

車ମ֎側に配ஔし，フΣΞϦングの๲らみ෦෼にऩめた．

これにより，ラジエータۙ๣のフΣΞϦングの෯をݮ࡟

した．一方，フΝンを֎側に配ஔにした場合に՝୊となる

೤շద性については，車྆前方のフΣΞϦング෦に新ؾಋ

ೖの開口෦をઃけ，ラジエータを௨աしԹめられた空ؾと

新ؾとをࠞ合することで，後方に流れる空ؾのԹ度を下げ

た．また，この後方に流れた空ؾが৐員居ॅ空間に流れࠐ

まないように，ラジエータ後方のフΣΞϦングܗঢ়をܗ੒

した．Fig. 20に৐員の足पลの空ؾのԹ度෼෍を表した

$ompVtational	 FlVid	DZnamics（$FD）解ੳの݁果をࣔす．

ラジエータを௨աしたഉ෩がライダおよͼパッセンジャの

足の֎を流れていくことが֬認できる．

Ҏ上の݁果，前モσϧಉ౳の೤շద性を֬อしつつ，ラ

ジエータコΞ（タンク，車྆への取෇けをؚまない）の઎有

ମੵを前モσϧにରして 15� ௿ݮできた．これにより，ྫྷ

٫シスςムॏྔで 2.6	 LH のܰྔ化をୡ੒した．また，৐員

前方のフΣΞϦングの最大෯を前モσϧにରして໿ 90	mm

．したݮ࡟

γεςϜࡌੵ�������
本モσϧでは，パχΞέースとϦϠトランクのੵ載༰ྔ

のݟ௚しをおこなった．前モσϧでは，大཮ԣ断ツーϦン

グを૝ఆし，パートφとの一ि間෼のՙ෺をੵ載できるよ

うに，150	 L の༰ྔを֬อしていた．本モσϧでは，ཱྀ ؀

，慮しߟいউ手などを࢖の変化や，より若い現役世代のڥ

パχΞέースとϦϠトランクを合わせて̏ധ̐日෼૬౰と

なる 110	 L の༰ྔとした．また，パχΞέース，ϦϠトラ

ンクともに開ด࣌や৮った࣌の࣭感と߶性感を出すため

に，前モσϧとಉ༷に，֎؍と಺側の二ॏߏ଄を࠾༻しつ

つ，この二ॏߏ଄෦のΦーόラップ面ੵや൘ްをશ面的に

௚した．この݁果，パχΞέースとϦϠトランクを合わݟ

せて 6.2	LH のܰྔ化をୡ੒した．

また，ੵ 載༰ྔが不足する場合をߟ慮して，前モσϧよ

りもੵ載面ੵとੵ載ॏྔを૿やしたトランクラックをΦプ

シϣンΩットとして開発した．トランクϨスタイプの車྆

には，シート後方のΧ΢ϧ上に取෇けՄ能なΩャϦϠをΦ

プシϣンΩットとして開発した．

Fig. 19   Fuel tank assembly Fig. 20   Result of thermal distribution analysis by CFD

High

Low

Temperature



ʵ 11 ʵ

�����(PME�8JOH ͷ։ൃ

�����৐һͷੑॅډ
�������ϋϯυϧϙδγϣϯ
前モσϧではフロントαスペンシϣンにςϨスコピッ

クߏ଄を࠾༻しながらも，ツΞラらしいΏったりとしたポ

ジシϣンと取りճし性のཱ྆を目ࢦした．このため，操଩

のճ転࣠とϋンυϧグϦップポイントの前後方向のΦフܥ

セットྔを大きくし，かつグϦップ間の෯方向のڑ཭を広

くした．これにより，操଩࣌のグϦップポイントのҠ動ྔ

が大きくなった．

本モσϧでは，転଩࣠と操଩࣠を別࣠化したダブϧ

΢ΟッシュϘーン式αスペンシϣンの࠾༻により，操଩࣠

のઃఆ自༝度が૿Ճし，操଩࣠をライダدりにઃఆするこ

とができた．また，グϦップポイントを高さ方向で上に໿

20	mm Ҡ動させ，グϦップ間の෯方向のڑ཭を 10	mm ڱ

めつつ，ߜり֯度を広げることで࿬まわりをΏったりとさ

せた．これらにより，前モσϧよりもグϦップポイントが

小ճりするҠ動ي੻を༩えることで，ϋンυϧ操࡞を༰қ

にした．Fig. 21にϋンυϧ操଩࣌のグϦップポイントのҠ

動ي੻のൺֱをࣔす．

これらのߏ଄は，ϋンυϧの小ܕ化と転଩ي੻のコンパ

クト化をՄ能とし，コンパクトでスϦムな֎؍の実現にߩ

．したݙ

�������γʔτܗঢ়
前モσϧでは，ライダがշదに操ॎを楽しめるように，

また，パッセンジャがշదにツーϦングを楽しめるよう

に，ライダとパッセンジャ૒方の空間を෼けたシートの基

本ܗঢ়とした．本モσϧでもそのコンセプトをܧঝし，基

本ܗঢ়を౿ऻした．

本モσϧでは，ライダが運動性能の向上をよりੵۃ的に

楽しめるように，ώップポイントԣのシートόックのնり

ঢ়をなくし，ライσΟング࣌にମॏҠ動をしやすいܗみࠐ

は前モσϧで必ߋঢ়の変ܗঢ়とした．このシートόックܗ

要であった足ணき࣌のお৲のҠ動を不要とし，前ड़のタン

ク༰ྔݮ࡟と併せて，足ணき性の良さにもݙߩしている．

は前モσϧのようなॊらかいσβインから，本モσϧ؍֎

のスタイϦングに合わせてモダンでシャープなσβインと

した．
Fig. 22に本モσϧと前モσϧのシート֎ܗ؍ঢ়をࣔす．

	

Fig. 21   Comparison of handle movable extents 
between developed and previous models

Developed model

Previous model

Fig. 22   Comparison of seat shapes 

Developed model Previous model

̐ɽٕ֨ࠎज़

�����ϑϨʔϜϘσʔ
フϨームϘσーには，Ξϧϛツインνューブ式をܧঝし

つつ，̓ ఆ感のある௚ਐ性とܰշ性のཱ྆を目的として，

新たなઃܭをおこなった．ϝインフϨームには，ബ೑Ξϧ

ϛχ΢ムダイΧスト技術をશ෦඼にద༻した上で，そのߏ

੒෦඼を大ܕ化し，これらを一ମ化することによって，前

モσϧでは 23 ෦඼あったϝインフϨームのߏ੒෦඼を̐

෦඼に集໿した．これにより，֤ ݮ੒෦඼の઀合Օ所をߏ

らし，フϨームϘσーの૯༹઀長を 8.0	 m から 3.6	 m へと

୹ॖすることで，ॏྔのܰݮをਤるとともに，自動༹઀ର

Ԡによる生産性向上と඼࣭҆ఆ化をおこなった．また，ബ

೑Ξϧϛχ΢ムダイΧストのద༻により，֤ ෦にٻめられ

る൘ްをきめ細かくௐ੔することがՄ能となった．さらに

は，ス΢ΟングΞームピϘット෦は 4.2．અでड़΂る新規ߏ

଄を࠾༻することで，ピϘット࣠の上下に配ஔしていたク

ロスパイプ̎本を１本にݮ࡟し，フϨームϘσーのܰྔ化

をਤった．

また，ϦϠクッシϣンには，上下のక݁෦にピロϘーϧ

を࠾༻し，プロΞームߏ੒෦඼のねじれ変ܗをडけࢭめる

ことで，৐り৺地性を向上した．前ड़のダブϧ΢Οッシュ

Ϙーン式フロントαスペンシϣンの࠾༻とあわせて，前後

のαスペンシϣンをスムーζに࡞動させることで，フϨー

ムϘσーの߶性を前モσϧよりも௿くすることがՄ能と

なった．

これにより，車྆の運動性能と৐り৺地性を向上させつ

つ，フϨームϘσーの 4	LH のܰྔ化をୡ੒した．
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Fig. 23にフϨームϘσーܗঢ়ൺֱ，Fig. 24に本モσϧ

のϦϠクッシϣンܗঢ়をࣔす．

�����εΠϯάΞʔϜ
スイングΞームには，車ମӈ側にυライブシャフトを಺

ଂした後輪ย࣋ちܗ式をܧঝしつつも，ܰ ྔ化と操ॎ҆ఆ

性と৐り৺地の向上の実現を目的として，ピϘット෦に新

たなઃܭをおこなった．前モσϧではࠨ， ӈ྆側にςーパ

ローラϕΞϦングを༻いてスイングΞームを支࣋してい

た．そのため，フϨームϘσー側には，ϕΞϦングに必要

な༧ѹを前提とした߶性がٻめられたため，ॏྔ૿Ճの要

Ҽとなっていた．本モσϧではࠨ， 側のみにϘーϧϕΞϦ

ングを༻いて，スイングΞームとフϨームとのక݁機能を

࣋たせ，ӈ側には，χーυϧϕΞϦングを༻いた࣠ߏ଄と

した．これにより，ӈ側ピϘット෦のక݁࣠力がフϨーム

Ϙσー側の߶性に༩える影響をഉআし，フϨームϘσー側

のઃܭの自༝度を向上させた．

Ҏ上の変ߋにより，フϨームϘσー側の߶性を最ద化す

ることで，操ॎ҆ఆ性としなやかな৐り৺地のཱ྆を実現

した．Fig. 25にピϘット෦のߏ଄をࣔす．

Developed model

Main frame
Seat frame

Previous model

Main frame
Seat frame

Fig. 23   Comparison of frame bodies

Fig. 24   External view of rear cushion

Fig. 25   Structure of swing arm pivot shaft

Needle bearing

Frame body

Collar

Fastening nut 
for swing arm

Ball bearing

Swing arm

Seal

Seal

Frame body

Fastening bolt for swing arm

Support bolt for swing arm

̑ɽΤΞϚωδϝϯτ

本開発におけるエΞϚωジϝントの՝୊は，ツΞラにٻ

められるライダとパッセンジャ૒方のշద性（๷෩性能，೤

Ϛωジϝント）をຬ足した上で，コンパクトな֎؍がもたら

す೩අ性能（空ؾ఍߅の௿ݮ）と運動性能の向上を実現する

ことであった．一ൠ的に，΢インυスクϦーン後方の๷෩

ྖҬ಺֎のڥքをࣔす流ઢは，ހをඳき，৐員の಄上෇ۙ

で高さのピークをܴえた後にঃ々に下がってくる．このた

め，スクϦーンのαイζがಉじでも，৐員とのڑ཭がۙい

΄うが流ઢの௿下による๷෩性能の௿下の影響をडけにく
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Fig. 26   External view of electronically controlled wind 
screen

133 mm

40 m/s0

Steady-state analysis
(averaged velocity magnitude)

150 Pa0

Unsteady-state analysis
(pressure fluctuation amount)

Developed model Developed model

Previous modelPrevious model

(a) (c)

(d)(b)

くなる．本モσϧでは，ライダとパッセンジャ૒方にとっ

ての๷෩性能を֬อするため，前モσϧにରし，ライダと

パッセンジャをともに車྆前方に 36	mm Ҡ動した．また，

本モσϧでは，ి 動Մ動スクϦーンやಋ෩ダクトの࠾༻に

より，走行෩をੵۃ的にライダの๷෩ྖҬへಋೖし，モー

タαイクϧらしく৺地よい෩を感じるշదさも表現した．

これらの݁果，コンパクトな֎؍としつつも，ねらいとす

るշద性を実現した．このコンパクトな֎؍は，前モσϧに

ରし 13�の空ؾ఍܎߅数の௿ݮをもたらし，೩අと運動性

能の向上を実現した．これにより，エンジンの௿೩අ化技術

と合わせて，3.3.4．߲ でड़΂た೩අの向上をୡ੒した．さら

に，フΣΞϦングॏྔで2.4	LH のܰྔ化をୡ੒した．

�����ిಈՄಈεΫϦʔϯ
前モσϧでは手動式でのՄ動としていた΢インυスク

Ϧーンであったが，本モσϧではモータۦ動式のి動Մ動

スクϦーンを࠾༻した．これにより，市֗地走行や高଎走行

など，シνュエーシϣンやҟなる଎度Ҭなどに合わせて，手

のスイッνによる無段֊の高さௐ੔がՄ能となった．まݩ

た，スライυϨーϧをラ΢ンυܗঢ়とすることでスクϦー

ン高さと֯度をಉ࣌に変ߋすることをՄ能とした．これに

より，スクϦーンのՄ動ྔにରする流ઢの変化を大きくಘ

ることができた．この݁果，小ܕかつܰྔなシスςムを実現

した．Fig. 26に΢インυスクϦーンのՄ動ي੻をࣔす．

�����$'%ղੳʹΑΔΤΞϚωδϝϯτͷݕ౼
本開発において，エΞϚωジϝントのݕ౼には $FD 解

ੳを׆༻した．

一ൠ的に，๷෩ྖҬ಺֎のڥքをࣔす流ઢのݕ౼手๏と

してఆৗ解ੳが༻いられる．本開発においても๷෩ྖҬの

֬認にはこの手๏を༻いた．一方で，実ࡍの走行࣌には，

քのपลではཚれによるѹ力変動が発生し，৐員の಄がڥ

こす場合があىӈ方向や前後方向にৼられる事৅をҾきࠨ

る．ఆৗ解ੳでは流଎やѹ力の変動が再現できないため，

こういった事৅を解ੳ上でূݕすることはできなかった．

そこで，本開発ではఆৗ解ੳのみならず，ඇఆৗ解ੳを

ಋೖし（̓），ѹ力変動ྔを෺理ྔとしてଊえてՄࢹ化した．
Fig. 27 (a)，(b)にఆৗ解ੳによりٻめたฏۉ流଎の෼෍を

Fig. 27   Results of verification for wind protection performance by CFD analysis
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˙ஶɹऀ˙

会田थึ子 中 西　 ๛

ࣔす．スクϦーン高さはいずれもՄ動ൣғの中で最も高い

Ґஔにઃఆしたঢ়ଶとした．

ਤ中 (a)にࣔすように，本モσϧでは，ライダ，パッセン

ジャ૒方のϔϧϝットを௒えた高さにڥքがあり，৐員居

ॅ空間が๷෩ྖҬ಺であることが֬認できる．ಉ༷に，ਤ

中 (b)にࣔすように，前モσϧにおいても，ライダ，パッセ

ンジャ૒方のϔϧϝット上方にڥքがあり，๷෩ྖҬに大

きなࠩҟはݟられない．

࣍に，Fig. 27 (c)，(d)にඇఆৗ解ੳによりٻめたѹ力

変動ྔの෼෍をࣔす．ਤ中 (c)，(d)のରൺがࣔすとおり，

本モσϧでは，前モσϧにରし特にパッセンジャ಄෦の

ѹ力変動がݮ少していることがわかる．実ࡍに，෩ಎ実

およͼ走行ςストの݁果，本モσϧでは前モσϧにରݧ

し，಄ৼられのϨϕϧが向上していることが֬認できた．

このように，解ੳ݁果と実車྆での׭能ධՁの૬ؔをと

ることで，ݕ౼ਫ਼度の向上と細෦ܗঢ়の٧めがՄ能と

なった．

この݁果，本モσϧではスクϦーンの෯を前モσϧに

ରし，෯方向の最大෯෦で 185	 mm ॖ小し，地面からスク

Ϧーン上୺までの高さを 25	mm ௿ݮし（Մ動ൣғの最下୺

Ґஔಉ࢜でのൺֱ），コンパクトな֎؍とツΞラにٻめら

れるշద性のཱ྆にد༩した．Fig. 14にスクϦーンαイζ

のൺֱをࣔす．

̒ɽ·ͱΊ

8inH	ճ開発したGoldࠓ は，ྺ 代の Gold	8inH がܧঝ

してきたྺ࢙と DNA をडけ͗ܧながら，多くの最新技術

をಋೖした．前モσϧにରして，׬੒車の੔උॏྔは 40	

LH のܰྔ化，׬੒車のαイζは，શ長で 55	mm，શ෯で 40	

mm，શ高で 25	mm の小ܕ化をୡ੒した．

これらの݁果，モータαイクϧの原点である「৐って楽

しい，操って楽しい」上࣭なཱྀをパートφとڞにଘ෼に楽

しめる，現代൛プϨϛΞムグランυツΞラを生み出した．
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